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＜取り組むに至った経緯＞
江南区支え合いのしくみづくり会議の構成員として参
画していることから、地域づくりにJAとしてなにかできな
いかを検討。

通常であれば廃棄処分となってしまう農産物の有効
活用方法と地域の茶の間「お～うん」による支え合い
の活動の支援が結び付き、事業開始に至った。

＜取り組む際に生じた課題と対応方法＞
 JAの農産物をお~うんで受け取る方法について、効率
よくお互い負担感なくできようにしたいとの課題があった
ので、JAとお～うんで何度も協議を重ねスムーズな受
け取り方法を実現した。また、地元生産者さんへ感謝
を込めて、招待する日を設けている。

＜取り組みの効果＞
 通常廃棄処分されてしまう農産物を、福祉事業で有効に活用していただくことで、食品ロスの軽減へも寄与し
ている。

 お～うん参加者が、提供いただいた農産物を調理し、野菜中心のヘルシーな食事をとることで、参加者自身
の健康増進や介護予防に繋げており、さらに、地域交流も図ることができた。

田園資源 × 福祉 × 交流

＜取り組みの概要＞
JA直売所などから引き上げた農産物や、規格等に合わず出荷に適さない農産物など、通常は
廃棄処分されてしまう農産物を、JA新潟みらいが地域の茶の間「お～うん」へ無償提供し、そこで
参加者へ提供する昼食の食材として有効活用している。
※提供している農産物は、全て亀田・横越管内の生産者が生産したものです。

JA新潟みらい 亀田支店・横越支店
江南区地域の茶の間 「お~うん」

実施期間 2017年10月から

＜JA新潟みらい＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

平成19年1月に5つのJAが合併し誕
生。営農事業などに取り組んでいます。
https://ja-niigatamirai.jp/

＜江南区地域の茶の間「お~うん」＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ことができるよう、地域での「お互いさま」の
関係づくり、支え合い・助け合いのしくみづ
くりの拠点として取り組んでいます。
地域包括ケア推進モデルハウスの取り組み

https://www.city.niigata.lg.jp/iryo/korei/chiikihok
atsucare/houkatsucaremh.html

＜今後の展望＞
お～うんは、様々な人や関係機関とつながる拠点で
あり、今後も「社会参加」「生きがいづくり」「助け合い」
ができる農福連携を図っていきたい。

＜活用した支援施策＞
◆ 特になし。


